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(57)【要約】
　本発明は、少なくとも２種の充填剤と、１種または複数の粘性ビルダーと、１種または
複数の界面活性剤と、芳香剤とを含む芳香剤放出組成物に関する。特に、本発明は、室温
を含む様々な温度で、さらには加熱されたときに、様々な形状で、調製および成形するこ
とができ、好ましくは押し出すことができる、芳香剤放出組成物に関する。さらに、本発
明は、本発明による芳香剤放出組成物を含む製品、およびそのような芳香剤放出組成物ま
たは製品を製造するための方法、ならびに空気または布地および組合せ製品に芳香を付与
するためのその使用に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）少なくとも２種の充填剤と、
　ｉｉ）１種または複数の粘性ビルダーと、
　ｉｉｉ）１種または複数の界面活性剤と、
　ｉｖ）１種の芳香剤または２種以上の芳香剤の混合物と
を含むか、またはそれらからなる芳香剤放出組成物。
【請求項２】
　ｉ）２０～７０質量％、好ましくは３０～６０質量％の少なくとも２種の充填剤と、
　ｉｉ）１０～６０質量％、好ましくは２０～５０質量％の１種または複数の粘性ビルダ
ーと、
　ｉｉｉ）２～３０質量％、好ましくは５～２０質量％の１種または複数の界面活性剤と
、
　ｉｖ）１～３０質量％、好ましくは２～２０質量％の１種の芳香剤または２種以上の芳
香剤の混合物と
を含むか、またはそれらからなる、請求項１に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項３】
　少なくとも２種の充填剤が、炭水化物、特に砂糖、転化糖、単糖、二糖およびオリゴ糖
、セルロース、天然デンプン、ゼラチン化デンプン、アルファ化デンプン、マンニトール
およびラクトース、ならびに塩、特に、硫酸ナトリウム、塩化ナトリウム、炭酸カルシウ
ムマグネシウム、ケイ酸塩およびリン酸二カルシウムからなる群から選択され、好ましく
は少なくとも２種の充填剤が、炭水化物および塩、特に二糖および塩を含む、請求項１ま
たは２に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項４】
　粘性ビルダーが、ポリエチレングリコール、低融点脂質およびポリビニルピロリドン、
好ましくはポリエチレングリコールからなる群から選択される、請求項１から３までのい
ずれか１項に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項５】
　界面活性剤が、セテアレス２０、アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫
酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、第二級アルカンスルホネート、コール
酸ナトリウム、セチルトリメチルアンモニウムブロミド、ラウリルジメチルアミンオキシ
ド、レシチン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、脂肪酸のグリコールエステルからなる
群から選択され、好ましくはセテアレス２０およびアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウ
ムからなる群から選択される、請求項１から４までのいずれか１項に記載の芳香剤放出組
成物。
【請求項６】
　充填剤が、塩、好ましくは硫酸ナトリウムと、二糖、好ましくは砂糖とを含む、請求項
１から５までのいずれか１項に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項７】
　界面活性剤が、セテアレス２０とアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムとを含む、請
求項１から６までのいずれか１項に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項８】
　ｉａ）５～５０質量％、好ましくは１０～３０質量％、特に好ましくは１５～２５質量
％の塩、好ましくは硫酸ナトリウムと、
　ｉｂ）１０～６０質量％、好ましくは１５～５０質量％、特に好ましくは２０～４０質
量％の二糖、好ましくは砂糖と、
　ｉｉ）１０～６０質量％、好ましくは２０～５０質量％、特に好ましくは３０～４０質
量％のポリエチレングリコールと、
　ｉｉｉａ）１～１５質量％、好ましくは２～１０質量％、特に好ましくは３～７質量％
のセテアレス２０と、
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　ｉｉｉｂ）１～１５質量％、好ましくは２～１０質量％、特に好ましくは３～７質量％
のアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムと、
　ｉｖ）１～３０質量％、好ましくは２～１５質量％、特に好ましくは２～７質量％の１
種の芳香剤または２種以上の芳香剤の混合物と
を含むか、またはそれらからなる、請求項１から７までのいずれか１項に記載の芳香剤放
出組成物。
【請求項９】
　室温で様々な形状に成形することができ、特に押し出し成形することができ、好ましく
は粒子形態で提供することができる、請求項１から８までのいずれか１項に記載の芳香剤
放出組成物。
【請求項１０】
　球、ビーズ、半ビーズ、香錠、ペレット、ディスクまたは花弁形から選択される１つま
たは複数の形状の粒子を含むか、またはそれらからなる、請求項１から９までのいずれか
１項に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項１１】
　１～２０ｍｍ、好ましくは３～１５ｍｍ、特に好ましくは５～１０ｍｍの平均直径を有
する粒子を含むか、またはそれらからなる、請求項１０に記載の芳香剤放出組成物。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項に記載の芳香剤放出組成物を含むか、またはそれ
らからなる製品であって、特に、洗浄添加剤または空気清浄剤である、製品。
【請求項１３】
　芳香剤放出組成物または製品、好ましくは、請求項１から１１までのいずれか１項に記
載の芳香剤放出組成物または請求項１２に記載の製品を製造するための方法であって、
　ａ）請求項１に記載の構成成分ｉ）～ｉｖ）を準備する工程と、
　ｂ）工程ａ）で準備された構成成分を組み合わせる工程と、
　ｃ）組み合わされた構成成分を混合して均質な混合物を得る工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた均質な混合物を、１０～８０℃、好ましくは１５～５０℃、特
に好ましくは２０～３０℃の温度で、成形する、特に押し出す工程と、
　ｅ）任意に、成形混合物の加工するおよび／または包装する工程と
を含む方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法により得られたか、または得ることができる、芳香剤放出組成
物または製品、好ましくは、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の芳香剤放出組
成物または請求項１２に記載の製品。
【請求項１５】
　空気または布地に芳香を付与するための、請求項１から１１までのいずれか１項に記載
の芳香剤放出組成物または請求項１２に記載の製品の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも２種の充填剤と、１種または複数の粘性ビルダー（ｃｏｎｓｉｓ
ｔｅｎｃｙ　ｂｕｉｌｄｅｒ）と、１種または複数の界面活性剤と、芳香剤とを含む、芳
香剤放出組成物に関する。特に、本発明は、室温を含む様々な温度で、さらには加熱され
たときに、様々な形状で、調製および成形することができ、好ましくは押し出すことがで
きる、芳香剤放出組成物に関する。さらに、本発明は、本発明による芳香剤放出組成物を
含む製品、およびそのような芳香剤放出組成物または製品を製造するための方法、ならび
に空気または布地および組合せ製品に芳香を付与するためのその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　香気促進剤（Ｓｃｅｎｔ　ｂｏｏｓｔｅｒ）は、例えば洗濯中に衣類などの布地に香気
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を放つために使用されるか、または室内もしくは他の閉鎖空間、例えば、車内、クローゼ
ット、食器洗浄機の空気を爽やかにするために、もしくは対象物に芳香を付与するために
使用される製品である。従来の香気促進剤は、特定の形状に形成される溶融ポリエチレン
グリコール（ＰＥＧ）をベースにして調製され、例えば、洗浄添加剤として使用される粒
子形態で提供される。粒子、通常、直径数ミリメートルのビーズまたは香錠は、洗濯サイ
クル中に素早く溶解し、洗濯物に香気を与え、理想的には、香気は洗濯および乾燥後に数
日間にわたって残る。他方、そのような組成物は、水に溶解することなく単に空気と接触
したままで、長期間にわたって香気を放つこともでき、したがって、空気清浄剤として使
用することができる。
　従来の香気促進剤の製造は、高価で時間がかかり、成分の選択および特殊機器の要件に
関して制限がかけられる。所望の形状の製品を実現するには、融解温度を超えて加熱して
ベース組成物を均一に混合し、押し出すか、またはそうでなければプレスしてある形状に
し、次いで、冷却する必要があり、その後に包装して使用することができる。好適なベー
ス組成物は通常、高価な成分を含み、加熱および冷却を含む手順には時間がかかり、購入
および維持に多くの費用がかかる特殊機器を必要とする。さらに、多くの芳香剤は高温で
急速に蒸発する傾向があるため、製造中に組成物の芳香剤含有量が急速に減少する。
　したがって、安価な材料で構成され、室温を含む様々な温度で成形することができ、同
時に、経時的に形状を失うことがないように十分に固い、組成物を有することが望ましい
と考えられる。さらに、そのような組成物は、水への溶解時間および所望の用途に応じた
経時的な芳香剤放出に関して適切な特性を有するべきである。
【発明の概要】
【０００３】
　したがって、本発明の目的は、芳香剤を放出し、空気、または対象物、特に布地に、香
気を与えることができる組成物であって、室温で所望の形状に製造および形成することが
できる組成物を提供することであった。
　さらに、本発明の目的は、組成物が、安価な材料で構成され、その溶解および芳香剤放
出挙動に関して好ましい特性を有することであった。
　本発明の目的は、
　ｉ）少なくとも２種の充填剤と、
　ｉｉ）１種または複数の粘性ビルダーと、
　ｉｉｉ）１種以上の界面活性剤と、
　ｉｖ）１種の芳香剤または２種以上の芳香剤の混合物と
を含むか、またはそれらからなる、芳香剤放出組成物によって満たされる。
　本発明に関し、安価な材料からなり、室温で所望の形状に製造および形成することがで
きる芳香剤放出組成物を提供することが可能であることが見出された。組成物の構成成分
を以下で詳細に説明する。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　本発明に関し、芳香剤放出組成物は、所望の形状に形成され得るベース材料と、ベース
材料が水と接触したときに急速に放出されて完全にまたは部分的に溶解するか、または組
成物が空気と接触したままにされたときに長時間にわたって放出される、ベース材料中に
分散した芳香剤または芳香剤混合物とを含む組成物である。
　本発明による組成物は、２種の充填剤を含む。充填剤は、材料にバルクを追加する働き
をすると同時に、材料の全体的な所望の粘性、構造、またはその他の特性を変えない、安
価な材料である。本発明に至るまでの試験において、２種の異なる充填剤材料の組合せが
一緒に使用される場合、上記で特定した要件がすべて同時に最良に満たされることが判明
した。好適な充填剤および充填剤の組合せの例を以下に示す。
　さらに、本発明による組成物は、１種または複数の粘性ビルダーを含む。本発明に関し
、粘性ビルダーは、組成物全体に応じて、バインダーまたは可塑剤として作用するが、組
成物の溶解挙動を改善することもできる材料である。粘性ビルダーとして使用される好適
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な材料を以下に示す。
【０００５】
　本発明による組成物中の１種または複数の界面活性剤は、構成成分の均質な混合物をも
たらし、組成物に洗浄特性を加えることもできるが、これは主な機能ではない。例えば、
香油が他の方法で水溶性組成物の芳香剤として使用されるが、同時に、組成物の全体的粘
性および他の所望の特性に影響を与えてはならない場合、界面活性剤は、安価であり、最
適な乳化特性を実現する必要がある。従来の界面活性剤が使用され得るが、最適な性能を
得るうえで、２種類の界面活性剤は、以下に詳述するように、さらに良好な結果をもたら
す。
　したがって、好ましい実施形態によれば、組成物は２種の界面活性剤を含む。界面活性
剤および組合せの例を以下に示す。
　放出される芳香剤または芳香剤混合物は特に限定されず、未加工芳香剤材料または悪臭
活性成分（ｍａｌｏｄｏｒ　ａｃｔｉｖｅｓ）をも含み得る。香油が特に好ましい。さら
なる例を以下に示す。
　好ましい実施形態によれば、芳香剤放出組成物は、
　ｉ）２０～７０質量％、好ましくは３０～６０質量％の少なくとも２種の充填剤と、
　ｉｉ）１０～６０質量％、好ましくは２０～５０質量％の１種または複数の粘性ビルダ
ーと、
　ｉｉｉ）２～３０質量％、好ましくは５～２０質量％の１種または複数の界面活性剤と
、
　ｉｖ）１～３０質量％、好ましくは２～２０質量％の１種の芳香剤または２種以上の芳
香剤の混合物と
を含むか、またはそれらからなる。
【０００６】
　本発明による組成物において、粘性ビルダーは、最大で６０質量％であり、大部分が安
価な充填剤によって置き換えられ、従来の香気促進剤組成物と比較して組成物の価格を低
くすることができる。さらに、構成成分の割合は粘性をもたらし、時間およびエネルギー
を消費する加熱および冷却工程または高価な機器なしで、室温での製造を可能にする。し
たがって、本発明による組成物は、全体として、はるかに低い費用で製造することができ
る。
　好ましい実施形態において、少なくとも２種の充填剤は、炭水化物、特に砂糖、転化糖
、単糖、二糖およびオリゴ糖、セルロース、天然デンプン、ゼラチン化デンプン、アルフ
ァ化デンプン、マンニトールおよびラクトース、ならびに塩、特に、硫酸ナトリウム、塩
化ナトリウム、炭酸カルシウムマグネシウム、ケイ酸塩およびリン酸二カルシウムからな
る群から選択され、好ましくは、少なくとも２種の充填剤は、炭水化物および塩、特に二
糖および塩を含む。
　原則として、任意の従来的な充填剤を使用してよい。ただし、炭水化物、特に二糖およ
び塩の組合せは、安価な材料を使用することによりバルクを追加すると同時に、特性に影
響を与えないようにし、組成物の望ましい特徴、すなわち、室温での加工性および溶解、
ならびに芳香剤放出挙動が失われないようにすることに関して、最良の性能を実現するこ
とが見出されている。
　本明細書で使用される「糖」は、スクロースを指す。特に、精製された工業等級の砂糖
を使用することができる。砂糖の代わりに、蜂蜜を代用品として使用することもできる。
【０００７】
　さらに好ましい実施形態によれば、粘性ビルダーは、ポリエチレングリコール、低融点
脂質およびポリビニルピロリドン、好ましくはポリエチレングリコールからなる群から選
択される。
　本発明による組成物中の粘性ビルダーは、組成物を最適な粘性に調整して室温での処理
を可能にするためのバインダーおよび可塑剤として働く。組成物が硬すぎたり脆すぎたり
すると、組成物を室温で所望の形状に形成することはできない。一方、組成物が柔らかす
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ぎる場合、組成物が使用され得る周囲温度付近で、その形状を維持することができない。
　好適な粘性ビルダーは、低融点脂質、特にポリエチレングリコールであり、これらを異
なる分子量で使用して、望ましい特性を得ることができる。好ましいものは、１０　００
～２０　０００ｇ／ｍｏｌ、特に好ましくは４　０００～１０　０００ｇ／ｍｏｌの範囲
の分子量を有するポリエチレングリコールである。ポリエチレングリコールは、水との接
触時に急速な分解を促進するという利点、すなわち、水溶性であるために組成物の溶解挙
動を改善するという利点を追加的に有する。
　好ましくは、界面活性剤は、セテアレス２０、アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム
、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、第二級アルカンスルホネ
ート、コール酸ナトリウム、セチルトリメチルアンモニウムブロミド、ラウリルジメチル
アミンオキシド、レシチン、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、脂肪酸のグリコールエス
テルからなる群から選択され、好ましくはセテアレス２０およびアルキルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウムからなる群から選択される。
【０００８】
　本発明の組成物中の界面活性剤は、粘性に悪影響を与えることなく、芳香剤が均一に分
散した均質な組成物の製剤を可能にする。さらに、本発明の組成物中の界面活性剤は、副
作用として洗浄特性をもたらし得る。任意の従来の界面活性剤を単独でまたは組み合わせ
て使用することができる。本発明に至る実験試験では、セテアレス２０とアルキルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウムとの、好ましくは同量の組合せが、価格を含む上記の基準に従っ
て最良の性能をもたらすことが見出されている。
　セテアレス－２０（ＣＡＳ番号６８４３９－４９－６）は、セテアリルアルコールのポ
リエチレングリコールエーテルであり、番号２０はポリオキシエチレン鎖のエチレンオキ
シド残基の平均数を示す。
　特に好ましいものは、充填剤が、塩、好ましくは硫酸ナトリウムと、二糖、好ましくは
砂糖とを含むか、もしくはそれらからなり、かつ／または界面活性剤がセテアレス２０と
アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムとを含むか、もしくはそれらからなる、上記の芳
香剤組成物である。
【０００９】
　特に好ましい実施形態は、充填剤が、塩、好ましくは硫酸ナトリウムと、二糖、好まし
くは砂糖とを含むか、もしくはそれらからなり、かつ／または界面活性剤がセテアレス２
０とアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムとを含むか、もしくはそれらからなり、かつ
／または粘性ビルダーが、ポリエチレングリコールを含むか、もしくはそれからなる、実
施形態である。
　好ましい実施形態によれば、芳香剤組成物は、
　ｉａ）５～５０質量％、好ましくは１０～３０質量％、特に好ましくは１５～２５質量
％の塩、好ましくは硫酸ナトリウムと、
　ｉｂ）１０～６０質量％、好ましくは１５～５０質量％、特に好ましくは２０～４０質
量％の二糖、好ましくは砂糖と、
　ｉｉ）１０～６０質量％、好ましくは２０～５０質量％、特に好ましくは３０～４０質
量％のポリエチレングリコールと、
　ｉｉｉａ）１～１５質量％、好ましくは２～１０質量％、特に好ましくは３～７質量％
のセテアレス２０と、
　ｉｉｉｂ）１～１５質量％、好ましくは２～１０質量％、特に好ましくは３～７質量％
のアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウムと、
　ｉｖ）１～３０質量％、好ましくは２～１５質量％、特に好ましくは２～７質量％の１
種の芳香剤または２種以上の芳香剤の混合物と
を含むか、またはそれらからなる。
【００１０】
　記載された量の上記で定義された構成成分を含むか、またはそれからなる組成物は、室
温で処理するのに最適な粘度を有し、大部分が安価な材料を含み、その形状を維持し、長
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期間にわたって空気中に芳香剤を放つのに十分に安定的であり、水との接触時に急速に溶
解することが判明している。
【００１１】
　本発明の組成物に使用できる芳香剤は特に限定されない。好適な芳香剤は、例えば、ア
ネトール、ベンズアルデヒド、酢酸ベンジル、ベンジルアルコール、ギ酸ベンジル、酢酸
イソボルニル、カンフェン、ｃｉｓ－シトラール（ネラル）、シトロネラール、シトロネ
ロール、酢酸シトロネリル、ｐ－シメン、デカナール、ジヒドロリナロール、ジヒドロミ
ルセノール、ジメチルフェニルカルビノール、ユーカリプトール、ゲラニアール、ゲラニ
オール、酢酸ゲラニル、ゲラニルニトリル、ｃｉｓ－３－ヘキセニルアセテート、ヒドロ
キシシトロネラール、ｄ－リモネン、リナロール、リナロールオキシド、酢酸リナリル、
プロピオン酸リナリル、アントラニル酸メチル、アルファ－メチルイオノン、メチルノニ
ルアセトアルデヒド、メチルフェニルカルビニルアセテート、左旋性メンチルアセテート
、メントン、イソメントン、ミクレン、酢酸ミルセニル、ミルセノール、ネロール、酢酸
ネリル、酢酸ノニル、フェニルエチルアルコール、アルファ－ピネン、ベータ－ピネン、
ガンマ－テルピネン、アルファ－テルピネオール、ベータ－テルピネオール、酢酸テルピ
ニル、およびバーテネックス（ｐ－第三級－ブチルシクロヘキシルアセテート）、アミル
シンナミックアルデヒド、サリチル酸イソアミル、ベータ－カリオフィレン、セドレン、
シンナミックアルコール、クマリン、ジメチルベンジルカルビニルアセテート、エチルバ
ニリン、オイゲノール、イソオイゲノール、酢酸フロール、ヘリオトロピン、３－ｃｉｓ
－ヘキセニルサリチレート、サリチル酸ヘキシル、リリアール（ｐ－第三級－ブチル－ア
ルファ－メチルヒドロシンナミックアルデヒド）、ガンマ－メチルイオノン、ネロリドー
ル、パチョリアルコール、フェニルヘキサノール、ベータ－セリネン、トリクロロメチル
フェニルカルビニルアセテート、クエン酸トリエチル、バニリン、ならびにベラトルアル
デヒドから選択されてよい。シダーウッドテルペンは、主として、アルファ－セドレン、
ベータ－セドレン、およびその他のＣ１５Ｈ２４セスキテルペン、ベンゾフェノン、サリ
チル酸ベンジル、エチレンブラシレート、ガラキソリド（１，３，４，６，７，８－ヘキ
サヒドロ－４，６，６，７，８，８－ヘキサメチル－シクロペンタ－ガンマ（ｇａｍａ）
－２－ベンゾピラン）、ヘキシルシンナミックアルデヒド、リラル（４－（４－ヒドロキ
シ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセン－１０－カルボキシアルデヒド）、メチ
ルセドリロン、メチルジヒドロジャスモネート、メチル－ベータ－ナフチルケトン、ムス
クインダノン、ムスクケトン、ムスクチベテン、およびフェニルエチルフェニルアセテー
ト、アンゼリカ根油、アニス油、アルニカ花油、バジル油、ベイ油、チャンパカ花油、シ
ルバーファー油、シルバーファーコーン油、エレミ油、ユーカリ油、ウイキョウ油、スプ
ルースニードル（ｓｐｒｕｃｅ　ｎｅｅｄｌｅ）油、ガルバヌム油、ゼラニウム油、ジン
ジャーグラス油、グアイアックウッド油、グルユンバルサム油、ヘリクリサム油、ホー油
、ジンジャー油、アイリス油、カユプテ油、カラマス油、カモミール油、カンフル脳油、
カナンガ（ｃａｎａｎｇａ）油、カルダモン油、カッシア油、松葉油、コパイババルサム
油、コリアンダー油、スペアミント油、キャラウェイ油、クミン油、レモングラス油、ム
スク種子油、ミルラ油、クローブ油、ネロリ油、ニアウリ油、オリバナム油、オレガノ油
、パルマローザ油、パチョリ油、ペルーバルサム油、プチグレイン油、ペッパー油、ペパ
ーミント油、ピメント油、パイン油、ローズマリー油、サンダルウッド油、セロリ油、ス
ターアニス油、ニオイヒバ油、タイム油、バーベナ油、ベチバー油、ジュニパーベリー油
、ニガヨモギ油、ヒメコウジ油、イランイラン油、ヒソップ油、シナモン油、シナモンリ
ーフ油およびサイプレス油、アンブレットリド、α－アミルシンナムアルデヒド、アネト
ール、アニスアルデヒド、アニシルアルコール、アニソール、アントラニル酸メチルエス
テル、アセトフェノン、ベンジルアセトン、ベンズアルデヒド、安息香酸エチルエステル
、ベンゾフェノン、ベンジルアルコール、ボルネオール、酢酸ボルニル、α－ブロモスチ
レン、ｎ－デシルアルデヒド、ｎ－ドデシルアルデヒド、オイゲノール、オイゲノールメ
チルエーテル、ユーカリプトール、ファルネソール、フェンコン、酢酸フェンチル、酢酸
ゲラニル、ギ酸ゲラニル、ヘリオトロピン、ヘプチンカルボン酸メチルエステル、ヘプト
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アルデヒド、ヒドロキノンジメチルエーテル、ヒドロキシシンナムアルデヒド、ヒドロキ
シシンナミルアルコール、インドール、イロン、イソオイゲノール、イソオイゲノールメ
チルエーテル、イソサフロール、ジャスモン、カンフル、カルバクロール、カルボン、ｐ
－クレゾールメチルエーテル、クマリン、ｐ－メトキシアセトフェノン、メチル－ｎ－ア
ミルケトン、メチルアントラニル酸メチルエステル、ｐ－メチルアセトフェノン、メチル
シャビコール、ｐ－メチルキノリン、メチル－β－ナフチルケトン、メチル－ｎ－ノニル
アセトアルデヒド、メチル－ｎ－ノニルケトン、ムスコーン、β－ナフトールエチルエー
テル、β－ナフトールメチルエーテル、ネロール、ニトロベンゼン、ｎ－ノニルアルデヒ
ド、ノニルアルコール、ｎ－オクチルアルデヒド、ｐ－オキシアセトフェノン、ペンタデ
カノリド、β－フェニルエチルアルコール、フェニルアセトアルデヒドジメチルアセター
ル、フェニル酢酸、プレゴン、サフロール、サリチル酸イソアミルエステル、サリチル酸
メチルエステル、サリチル酸ヘキシルエステル、サリチル酸シクロヘキシルエステル、サ
ンタロール、スカトール、テルピネオール、チメン、チモール、γ－ウンデカラクトン、
バニリン、ベラトルムアルデヒド、シンナムアルデヒド、シンナミルアルコール、ケイ皮
酸、ケイ皮酸エチルエステルおよびケイ皮酸ベンジルエステル、アルキルイソチオシアネ
ート（アルキルマスタード油）、ブタネジオン、リモネン、リナロール、酢酸リナリル、
プロピオン酸リナリル、メントール、メントン、メチル－ｎ－ヘプテノン、フェランドレ
ン、フェニルアセトアルデヒド、酢酸テルピニル、シトラールおよびシトロネラールで構
成される。
【００１２】
　上に列挙の芳香剤は例としてのみ示されたものであり、任意の他の芳香剤、芳香剤原料
または２種以上の芳香剤の組合せを使用することができる。芳香剤または芳香剤のうちの
１種は、（マイクロ）カプセル剤の形態で、例えば、ポリマーもしくは脂質シェルまたは
それらの組合せにおけるカプセル化芳香剤油として提供することもできる。
　上記の芳香剤放出組成物は、室温で様々な形状に成形することができ、特に押し出し成
形することができ、好ましくは粒子形態で提供することができる。上記の芳香剤放出組成
物は、球、ビーズ、半ビーズ、香錠、ペレット、ディスクまたは花弁形から選択される１
つまたは複数の形状の粒子を含むか、またはそれらからなってよく、粒子は１～２０ｍｍ
、好ましくは３～１５ｍｍ、特に好ましくは５～１０ｍｍの平均直径を有してもよい。
【００１３】
　本発明に関し、室温とは、２５℃を指す。ただし、本発明による組成物は、室温付近の
温度、すなわち、少なくとも２０℃～３０℃の範囲内でも、その粘性および加工性を維持
する。
　有利には、上記の粒子形態の本発明の組成物は、３０分未満、好ましくは２０分未満、
特に好ましくは１８分未満で、水中に溶解する。
　本発明のさらに好ましい実施形態は、上記の芳香剤放出組成物を含むか、またはそれか
らなる製品であり、特に製品は洗浄添加剤または空気清浄剤である。
　本発明による製品は、粒子状または堅く詰まった形態の上記の組成物からなっていてよ
く、または例えば添加物として組成物を含んでいてよく、または本製品が使用される場所
に設置するための手段を備えていてよく、必要に応じて空気または水と接触させるための
手段を備えていてよい。例えば、本発明による製品は、所望の位置で便器または食器洗浄
機などの対象物に取り付けられることがある、穴を有するケーシングに提供され得る。
【００１４】
　洗濯機または食器洗浄機の洗濯サイクル中、または手で洗うときに、洗浄添加剤を、洗
濯または食器用石鹸と組み合わせて使用することが好ましい。好ましくは、洗浄添加剤は
、洗浄物、すなわち洗濯物に香気を与える。空気清浄剤は、空気と接触したままにされた
とき、長時間、好ましくは数日間にわたって、香気を放ち、かつ／または、例えば便器の
リムブロック内で、ベース材料が溶解し始めると、水と接触したとき、より急速に芳香剤
を放出する。室内または、クローゼット、車、食器洗浄機内などの密閉空間内では、空気
清浄が望ましい場合がある。組成物が食器洗浄機で使用される場合、食品等級の構成成分
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　本発明はまた、上記の芳香剤放出組成物または製品を製造する方法であって、
　ａ）構成成分ｉ）～ｉｖ）を上で定義したように準備する工程と、
　ｂ）工程ａ）で準備された構成成分を組み合わせる工程と、
　ｃ）組み合わされた構成成分を混合して均質な混合物を得る工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた均質な混合物を、１０～８０℃、好ましくは１５～５０℃、特
に好ましくは２０～３０℃の温度で、成形する、特に押し出す工程と、
　ｅ）任意に、成形混合物の加工するおよび／または包装する工程と
を含む、方法に関する。
【００１５】
　有利には、上記の組成物は室温で製造することができ、均質に混合するために融解温度
を超えて加熱する必要はなく、所望の形状に成形して再び冷却する必要もない。したがっ
て、製造プロセスの時間およびエネルギー消費は非常に低い。ただし、何らかの理由で望
ましい場合、組成物は、望ましい特性を失うことなく、はるかに高い温度で加工すること
もできる。
　工程ｄ）における混合物の成形は、所望の形状およびサイズの開口部に塊を通すか、ま
たは塊をプレスしてある形状にすることにより、行うことができる。さらに、湿式または
乾式造粒を行い、続いて、任意に打錠を行うことにより、成形が達成され得る。好ましく
は、混合物は押し出される。
　工程ｅ）における加工は、押し出されたまたはプレスされた成形品を所望のサイズに切
断し、例えばエアロゾルを使用して成形品を除塵し、単一粒子が互いにくっつくことを防
ぐための薬剤（例えばＡｅｒｏｓｉｌ　２００）、または例えば保管または出荷用の気密
容器に入れて、他の任意の潤滑剤および／または所望の形態の包装で覆うことを含んでよ
い。
【００１６】
　本発明はまた、上記の方法により得られたか、または得ることができる、芳香剤放出組
成物または製品に関する。そのような組成物または製品は、上記の特性および利点を有す
る。
　最後に、本発明はまた、空気または布地に芳香を付与するための、上記の芳香剤放出組
成物または製品の使用に関する。
　本発明による組成物は、空気、特に車内、クローゼットまたは食器洗浄機などの密閉空
間に香気を放つために使用することができ、または対象物に、特に洗濯添加物として使用
される場合は洗濯中の衣服などの布地に、芳香を与えるために使用することができる。有
利には、香気は最大数日間にわたり布地上に留まる。洗濯機または食器洗浄機の洗濯サイ
クル中に、洗浄添加剤を、洗濯または食器用石鹸と組み合わせて使用することが好ましい
。空気清浄剤として使用する場合、本発明による組成物は、空気と接触したままにすると
、長時間、好ましくは数日間にわたって香気を放ち、かつ／または、例えば便器のリムブ
ロック内で、ベース材料が溶解し始めると、水と接触したとき、より急速に芳香剤を放出
する。組成物が食器洗浄機で使用される場合、食品等級の構成成分のみが用いられ得るた
め、組成物は食品等級において有利に提供され得る。
【実施例】
【００１７】
（実施例１）
ディスク形態の芳香剤放出組成物の調製
　以下の成分が組み合わされる。
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【表１】

　成分は２５℃で混合され、均質な混合物を提供する。混合物を押出機に供給し、２５℃
で押し出して、直径５ｍｍのロッドを得る。ロッドを幅３ｍｍのディスクに切り出す。
【００１８】
（実施例２）
水中への溶解時間
　実施例１のディスクおよび同じサイズであるが従来のポリエチレングリコールベースお
よび芳香剤を有するディスクを水中に溶解させる。両方のディスクは１６分以内に完全に
溶解する。
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